
資源を有効活用
　
紙
・
パ
ル
プ
の
生
産
数
量
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

後
、
大
幅
に
落
ち
込
み
、
回
復
は
困
難
な
状
況
が
続
い
て

い
る
。
そ
う
し
た
中
で
も
、
製
紙
企
業
は
地
球
温
暖
化
対

策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
、
自
主
的
に
作
成
し
た
行
動
計

画
を
達
成
し
て
き
た
。

年
間
で
計
８
回
も
改
定
し
、
よ

り
厳
し
い
目
標
を
立
て
て
き
た
。
ま
た
、
発
電
事
業
を
強

化
す
る
な
ど
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に
も
立
ち
向
か
う
。

積
極
的
に
設
備
投
資
廃
棄
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

売
電
事
業
を
本
格
化
太
陽
光
や
風
力
発
電
導
入

環
境
行
動
計
画
を
制
定
ア
ジ
ア
に
古
紙
技
術
伝
承
も

　
紙
を
安
定
的
に
供
給
す
る
た

め
、
製
紙
企
業
の
工
場
で
使
用

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
自
家
発
電

率
は
約

％
と
高
い
。
最
近
は

紙
の
減
産
で
発
電
能
力
が
余
る

傾
向
に
あ
り
、
電
力
会
社
へ
の

電
力
供
給
を
増
や
し
、
原
子
力

発
電
所
の
停
止
に
伴
う
日
本
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足
解
消
に
貢
献

し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
将
来
の
国
内
紙
市
場

の
拡
大
は
見
込
め
ず
、
大
手
製

紙
企
業
が
売
電
事
業
に
力
を
入

れ
始
め
た
。
既
存
設
備
の
活
用

だ
け
で
な
く
新
規
投
資
も
実
施

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
を
一
つ

の
事
業
と
し
て
育
成
し
よ
う
と

し
て
い
る
。

　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
に
本
格

的
に
出
て
行
く
」

本
村
秀
日

本
製
紙
グ
ル
ー
プ
本
社
取
締

役

と
い
う
日
本
製
紙
グ
ル
ー

プ
本
社
は
５
月
に
特
定
規
模
電

気
事
業
者

Ｐ
Ｐ
Ｓ

の
届
け

出
を
し
、
電
力
会
社
以
外
に
も

電
力
供
給
で
き
る
よ
う
に
し

た
。
工
場
内
の
未
利
用
土
地
を

活
用
し
、
太
陽
光
発
電
や
風
力

発
電
の
導
入
も
検
討
す
る
。

　
王
子
製
紙
は
売
電
へ
の
活
用

も
視
野
に
入
れ
、
約

億
円
を

投
じ
て
北
海
道
に
あ
る
水
力
発

電
所
９
カ
所
の
う
ち
、
老
朽
化

し
た
６
カ
所
を
順
次
改
修
す

る
。
ま
た
、
社
有
林
の
地
熱
発

電
調
査
を
大
林
組
と
共
同
で
今

年
度
中
に
実
施
す
る
。
同
社
が

保
有
す
る
美
瑛
山
林

北
海
道

美
瑛
町

は
３
１
５
２

あ

り
、
国
の
調
査
に
よ
り
同
山
林

付
近
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の
高
い

地
熱
貯
留
層
が
あ
る
こ
と
が
判

明
し
て
い
る
と
い
う
。
調
査
の

結
果
次
第
で
、
地
熱
発
電
事
業

に
参
入
す
る
か
を
決
め
る
。
同

社
は
資
源
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡

大
を
図
っ
て
い
て
、
発
電
事
業

を
柱
の
一
つ
と
す
る
。

　

年
を
め
ど
に
売
電
事
業
へ

の
参
入
を
計
画
す
る
の
が
特
種

東
海
製
紙
だ
。
島
田
工
場

静

岡
県
島
田
市

の
余
剰
電
力
を

中
部
電
力
に
供
給
す
る
計
画

で
、
売
電
で
年
約

億
円
の
売

り
上
げ
を
目
指
す
。
約

億
円

を
投
じ
、
現
在
休
止
中
の
重
油

ボ
イ
ラ
を
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
を

用
い
る
非
重
油
ボ
イ
ラ
に
切
り

替
え
、
再
稼
働
さ
せ
る
。

　
製
紙
業
界
は
現
在
、
日
本
を

取
り
巻
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
先
を
見

据
え
た
活
動
も
行
う
。

　
今
年
度
は
「
環
境
に
関
す
る

自
主
行
動
計
画
」
の
最
終
年
度

で
あ
る
と
同
時
に
、
環
境
行
動

計
画
の
制
定
年
度
で
も
あ
る
。

同
計
画
で
は
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削

減
を
実
数
に
切
り
替
え
る
な
ど

正
確
で
、
よ
り
分
か
り
や
す
く

し
た
。
環
境
方
針
と
し
て

低

炭
素
社
会
の
実
現

自
然
共
生

社
会
の
実
現

循
環
型
社
会
の

実
現

環
境
リ
ス
ク
問
題
へ
の

対
応

環
境
経
営
の
着
実
な
推

進
―
の
５
本
柱
。
Ｃ
Ｏ
２
に
関

し
て
は
燃
料
転
換
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
の
導
入
に
よ
り
、

年
度
ま
で
に
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

由
来
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を

年
度

比
１
３
９
万

削
減
す
る
。

　
製
紙
企
業
は
製
紙
原
料
で
あ

る
樹
木
を
使
う
だ
け
で
な
く
、

安
定
的
な
確
保
と
Ｃ
Ｏ
２
吸
収

源
と
し
て
の
地
球
温
暖
化
防
止

の
た
め
、
国
内
外
で
植
林
を
行

っ
て
い
る
。

年
度
ま
で
に
植

林
面
積
を

年
度
比

・
５
万

増
の

万

に
拡
大
す
る
。

　
産
業
界
の
中
で
も
先
進
的
な

取
り
組
み
を
行
う
製
紙
企
業
。

国
内
だ
け
で
な
く
、
国
際
貢
献

も
進
め
る
。

　
日
本
、
韓
国
、
台
湾
の
メ
ン

バ
ー
で
情
報
交
換
を
行
い
、
製

紙
業
界
の
結
束
を
強
め
る
こ
と

を
目
的
に
、

年
か
ら
日
韓
台

紙
パ
ル
プ
会
議
の
開
催
を
始
め

た
。

年
に
製
紙
大
国
の
中
国

が
参
加
し
、
「
持
続
可
能
な
発

展
の
た
め
の
ア
ジ
ア
林
産
品
産

業
会
議
」
に
名
称
を
変
更
。
今

年
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
が
初
参
加

し
、
ア
ジ
ア

カ
国
・
地
域
が

中
国
に
集
い
、
ア
ジ
ア
圏
の
製

紙
技
術
を
高
め
る
た
め
、
活
発

な
意
見
交
換
を
行
う
。
日
本
が

持
つ
高
い
古
紙
回
収
の
技
術
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
中
国
に
伝
え
る
研

修
も
行
っ
て
き
た
。
今
年
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ

ア
を
対
象
に
行
い
、
日
本
が
ア

ジ
ア
圏
の
製
紙
業
界
を
リ
ー
ド

し
、
環
境
を
考
慮
し
た
活
動
を

国
際
的
に
進
め
て
い
く
。

　
経
済
産
業
省
の
生
産
動
態
統

計
に
よ
る
と
、
２
０
１
１
年
の

製
紙
パ
ル
プ
の
生
産
数
量
は

年
比

・
５
％
減
の
９
０
２
万

、
紙
の
生
産
数
量
は
同

・

５
％
減
の
１
５
４
４
万

と
な

っ
た
。
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

需
要
の
減
少
、
大
型
工
場
の
被

災
な
ど
が
影
響
し
た
も
の
の
、

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
、
印

刷
用
紙
や
紙
を
使
っ
た
広
告
・

カ
タ
ロ
グ
な
ど
の
利
用
を
控
え

た
経
費
削
減
の
影
響
を
受
け
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
経
済
状

況
が
回
復
基
調
に
あ
っ
て
も
、

紙
の
生
産
数
量
は
リ
ー
マ
ン
・

シ
ョ
ッ
ク
前
の
状
況
に
は
な
か

な
か
戻
ら
な
い
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

携
帯
型

情
報
端
末

や
電
子
ブ
ッ
ク
の

普
及
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る

が
、
「
紙
の
使
用
を
抑
え
た
生

活
に
慣
れ
、
紙
の
使
用
量
を
大

幅
に
増
や
す
の
は
難
し
い
」
と

業
界
関
係
者
は
い
う
。

　
こ
う
し
た
厳
し
い
状
況
下
で

も
、
製
紙
企
業
は
設
備
投
資
を

積
極
的
に
進
め
、
日
本
製
紙
連

合
会
を
中
心
に
「
環
境
に
関
す

る
自
主
行
動
計
画
」
に
取
り
組

ん
で
き
た
。

　
１
９
９
７
年
、
経
団
連
の
持

続
可
能
な
経
済
社
会
を
目
指
す

「
経
団
連
環
境
ア
ピ
ー
ル
」
に

呼
応
し
、
「
環
境
に
関
す
る
自

主
行
動
計
画
」
を
制
定
し
た
。

地
球
温
暖
化
問
題
の
解
決

循
環
型
社
会
の
構
築

環
境
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築

・
定
着
―
を
基
本
方
針
と
し

た
。

　
制
定
か
ら

年
、
通
算
８
回

改
定
し
た
。
目
標
を
前
倒
し
で

達
成
す
る
と
、
よ
り
高
い
目
標

に
改
定
し
、
環
境
対
策
を
強

化
。
製
紙
企
業
は
自
ら
に
高
い

課
題
を
課
し
、
そ
し
て
乗
り
越

え
て
き
た
。

　
目
標
数
値
に
、

年
度
か
ら

年
度
ま
で
の
５
年
間
平
均
の

製
品
あ
た
り
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー

原
単
位
を

年
度
比

％
の
削

減
、
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
起
源
二

酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

排
出
原

単
位
を
同

％
の
削
減
を
掲
げ

た
。
日
本
製
紙
連
合
会
が
７
月

に
発
表
し
た
調
査
結
果
の
暫
定

値
に
よ
る
と
、

年
度
の
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
原
単
位
は

年
度

比

・
４
％

減
、
化
石
エ
ネ

ル
ギ
ー
起
源
Ｃ

Ｏ
２
排
出
原
単

位
は
同

・
６

％
減
と
５
年
連

続
で
目
標
を
達

成
し
た
。
し
か

し
、
福
島
第
一

原
子
力
発
電
所

事
故
に
影
響
す

る
電
力
不
足
に

対
応
す
る
た
め

自
家
発
電
力
の

増
加
な
ど
、
化

石
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
種
別
比
率
が

変
わ
り
、
化
石

エ
ネ
ル
ギ
ー
起

源
Ｃ
Ｏ
２
排
出

原
単
位
が
前
年

度
よ
り
３
・
２

ポ
イ
ン
ト
悪
化

す
る
と
予
想
さ

れ
る
。

　
こ
れ
ま
で
製
紙
業
界
で
は
産

業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
量
を
減

ら
し
、
有
機
性
廃
棄
物
の
燃
料

化
を
進
め
て
き
た
。
原
料
の
木

材
チ
ッ
プ
か
ら
繊
維
を
取
り
出

し
、
パ
ル
プ
生
産
す
る
際
に
発

生
す
る
黒
液
と
い
う
製
紙
業
界

特
有
の
副
産
物
は
燃
焼
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
で
き

る
。
製
紙
工
程
で
出
る
廃
棄
物

の
ペ
ー
パ
ー
ス
ラ
ッ
ジ

Ｐ

Ｓ

も
燃
焼
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
還
元
で
き
る
。

　
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分
類
別
に
見

る
と
、

年
度
の
廃
材
・
Ｐ
Ｓ

な
ど
の
利
用
割
合
は

年
度
比

５
・
７
％
増
の
８
・
６
％
。
廃

タ
イ
ヤ
・
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
固

形
燃
料

Ｒ
Ｐ
Ｆ

は
同
８
・

６
％
増
の
８
・
９
％
と
な
っ

た
。
Ｐ
Ｓ
、
廃
タ
イ
ヤ
な
ど
の

利
用
に
は
燃
焼
効
率
の
高
い
炉

が
重
要
で
あ
る
。
製
紙
企
業
は

積
極
的
に
設
備
投
資
を
行
い
、

副
産
物
・
有
機
性
廃
棄
物
を
有

効
活
用
し
、

年
度
の
化
石
エ

ネ
ル
ギ
ー
を

年
度
比

・
６

％
減
の

・
６
％
と
大
幅
に
削

減
し
た
。

　
ま
た
、
燃
焼
時
に
排
出
さ
れ

る
熱
を
回
収
し
、
抄
紙
マ
シ
ン

や
紙
の
乾
燥
な
ど
に
利
用
し
て

無
駄
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
放
出
を
防

ぐ
。
燃
焼
後
に
出
る
灰
な
ど
も

廃
棄
物
で
な
く
副
産
物
と
し

て
、
セ
メ
ン
ト
や
路
盤
材
、
埋

め
立
て
な
ど
へ
の
再
資
源
化
を

進
め
る
。

紙・パルプ産業

（ ） 【広告特集】 ２０１２年 平成２４年 ８月８日 水曜日 　　


